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果　樹

　今年は７～８月にかけての干ばつ、９～ 10月にかけての秋雨により果皮障害の発生が心配されます。特にデコポ
ンでは果皮強化対策の徹底と、中晩柑全体では必ず貯蔵病害散布を徹底し収穫に備えましょう。
１．病害虫防除

対象病害虫 農薬名 希釈倍数
収穫前日数

備考
温州 中晩柑

貯蔵病害

ベフラン液剤２５ 2,000倍 前日 中晩柑　１回目

ベンレート水和剤 4,000倍 前日 中晩柑　２回目

ベフトップジンフロアブル 1,500倍 ７日前 前日 中晩柑　３回目

ハダニ
（発生時）

スターマイトフロアブル 2,000倍 7日前まで

ダニコングフロアブル 2,000倍 前日まで

コロマイト水和剤 2,000倍 ７日前まで

越冬害虫 ハーベストオイル　 60倍 ― 温州みかん対象

※ベフラン液剤２５、ベフトップジン（Ｆ）には、水腐れ防止の為アビオンＥ（500 倍）を加用しましょう。
※すでにハダニの防除で、スターマイト（Ｆ）・ダニコング（Ｆ）・コロマイト（水）を使われている園では、各担
当地区の指導員に相談下さい。

２．へた落ち対策
　収穫から長期間貯蔵を行う甘夏などでは、へた落ち防止の為散布を行って下さい。
対象品種 農薬名 希釈倍数 収穫前日数

甘夏 マデックＥＷ 2,000倍 10～ 20日前まで

３．樹勢回復対策
　収穫が終わった品種ではまず十分にかん水を行い、その後チッ素主体の葉面散布で樹勢回復を行いましょう。

資材名 希釈倍数又は袋
数 備考

葉面散布 尿素、 又は神協スピリッツ
又は、アミノジューシーＮ１４ 500倍      樹勢を確認し、3回程度集中散布しましょう。

施　肥 ハイヤ1号 ４袋／10ａ 温州みかん対象
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春インゲン栽培 小林　優介
下島営農指導センター
080-1729-1635

野　菜

畜
産 子牛管理について 梅田　智章

下島営農指導センター
080-1729-1620

畜　産

１．新生子牛の下痢の抑止と対処
　子牛の下痢に対しては日頃からの体温測定や、代用
乳給与の際に耳を触ったり、目を観察するなどして異常
の早期発見に努めることが不可欠である。劇症の下痢
が発生した時点では既に手遅れである、との感度を持
つことがとにかく大事である。
　代用乳を給与して１～２日目は消化の状態が不安定
であり、軟便・下痢便が発生しやすい状態にある。初
乳から常乳に切り替えた場合でも成分の変動から消化
の状態が不安定になり軟便・下痢便を起こすことは珍
しくない。これらの場合には一般的に生菌剤が推奨さ
れているが、最も安価でしかも活性度の高い乳酸菌源
は生ヨーグルトである。
　代用乳を給与する際に生ヨーグルトを約２０グラム
程度添加して与えるだけで軟便・下痢便の発生を驚く
ほど効果的に抑えることが出来る。１０日ほど続ければ
消化の状態は安定するのでヨーグルトの給与を止めて
も差し支えない。
　一方、カーフハッチやカーフゲージの衛生対策も重
要な下痢予防のポイントである。床面がコンクリートで
ある場合、最初に石灰を撒布しその上に防寒対策とし

品種…ベストクロップキセラ
本圃の準備…土壌が肥沃で排水・保水性が良く耕土が
深い圃場を選定する。
施肥…肥料は有機質肥料か緩効性肥料を用いる。また、
追肥については開花時期から着果時期が最も肥料吸収
が大きいため開花前５日頃より行う。
施肥量（ｋｇ／１０ａ）

窒素 リン酸 加里
基　肥   １３   ２０   １３
追　肥   １０   １０   １０
合　計   ２３   ３０   ２３

畦立て…３０ｃｍ以上の高畦を作り、露地の場合は地温
を上げるために黒マルチを使用する。 マルチ被服を行
う場合は土壌水分が適湿状態で行う。
播種…畦幅１．５～２ｍ、条間４０ｃｍ、株間３５ｃｍ
とし、１穴当たり２～３粒播き軽く覆土を行う。
　発芽までは極力かん水を控え、不足気味であれば敷
きわらを植え穴にかぶせ、やや土を湿らせる程度にか
ん水を行う。

　＊立ち枯れ病予防にタチガレン液剤
１０００倍を潅注する。
間引き…発芽後本葉２枚が展開した頃
に１本に間引きする。間引き後は土寄
せを行い株の安定を図る。
潅水… 生育初期は乾燥気味になるため
こまめに行い、生育が妨げられないようにする。開花時
期頃より土壌水分が不足場合のみチューブで天候をみ
ながら４～５日おきに潅水する。必ず晴天日の午前中に
行う。
     
温度管理…昼間温度適温２３～２６℃
　　　　・夜間温度適温１５～１７℃
　　　　・地温の適温２２～２３℃
誘引・摘葉…誘引は必ず行い、光線の確保と養分の転
流がスムーズに行われるようにする。
　混み合う葉や病葉、老化葉は早めに摘葉を行い株の
内部に日光を当てる。１度に多くの摘葉を行うと草勢が
低下するので注意する。

て代用乳の空き袋を敷き、その上に鋸屑と敷料としての
稲わらなどを重ねると良好な状態が確保できる。撒布し
た石灰にて蛆虫の発生を抑えることも可能となり、また
敷料は汚れた部分のみを交換すれば良い。

２．風邪・肺炎の予防
　下痢と並んで怖い疾病が風邪・肺炎である。日頃の
体温測定や観察が必要であることには変わりが無い。し
かし一旦風邪をひいてしまったならば初期の症状のうち
に回復させることに心がけることである。通常の治療に
加えて「生姜治療法」も効果的である。生生姜をおろ
し金などでおろし、さらにガーゼなどで濾過した濾液に
オリゴ糖を少量まぜて注射筒などで１０ml 程度はかり
取り、当該牛の口中に流し込むことを朝晩に数日試みる
と意外と効果的である場合が多い。また、バイパスビタ
ミンＣの給与も免疫力を増強させる点で効果的である。
　なお、床の管理も重要であり、コンクリートに石灰を
撒布しその上に鋸屑とさらに乳酸菌や納豆菌剤を撒布
しておくと有害な細菌の増殖を制御することが出来て有
効な疾病対策となる。
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